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（１）地球の重さ 

地球の半径は約 6400km、体積はおよそ 1012 km3

である。地球の平均密度は約 5500kg／m3なので、地

球の全質量は、約 6×1024kg と計算できる。普通の数

で書くと 
6,000,000,000,000,000,000,000,000 kg 

となる。重い！と一瞬思うが、太陽の全質量と比較す

ると、たったの 333,000 分の１しかない。 

 

「今日の地球」 2017 年 9 月 4 日 正午 
重さは約 6×1024kg である。 

気象衛星 全球可視画像（気象庁） 
 
（２）人類の総質量 
 一方、人類の重さはどうだろう。人類（ヒト）は、

新生児から老齢者、人種、居住地、生活環境などによ

って、体重はさまざまである。「全人類の平均体重」

は求めようもないが、仮に 50kg としてみよう。地球

上の全人口は約 75 億人（7.5×109人）なので、 
50×7.5×109＝3.75×1011 kg 

となる。私たちの知っている数に言い換えれば、人類

すべての重さ（質量）を合わせると、3 億 7500 万

トン、ごく大雑把に４億トンということになる。 

（３）地球と人類の比較 
 地球の重さが約 6×1024kg、人類すべての重さが約

4×1011kg と試算したので、地球の重さに対する、人

類の重さの比を計算できる。 
(6×1024) ÷ (4×1011）≒ 1.5×1013 

となる。つまり、 
人類すべての重さを合計しても、地球全体の

重さの 1 兆分の１にも満たない。 
という「驚くべき事実」に気付くのである。1 兆分

の１というと、まるでピンとこないだろう。たとえて

言えば、25 メートルプール満杯の水（約 300t）と、

１滴の水の比よりも、はるかに小さいのである。 
 
（４）その人類の存在とは？ 
 人類（ヒト）の体を創り出した物質（原子や分子）

は、もとをたどれば、地球そのものが原料である。言

いかえれば、「人類の体も、地球の構成物の一部」と

いうことになる。しかしその質量比率は、地球の全物

質のわずか 1 兆分の 1 以下だ。その 1 兆分の 1 の「化

合物の混合物」つまり「ヒト」という「意思を持つ物

体」が、今地球全体の環境をも脅かしている。 
 そう考えると、「宇宙は、人類の誕生の為に都合よ

く進化した」という「人間原理」など、まるで馬鹿馬

鹿しい説とも思えてくる。一体、人類の存在（「いる」

こと）とは、何なのだろうか？ 

 
「アンドロメダ大星雲」 太陽系から約 230 万光年。

「地球から肉眼で見える最も遠い物体」である。しか

し、この深宇宙を見つめても、「人類の存在の意味は

何か」という問いの答えは見つからない。 


